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結 語
1. トルコ中部，カイセリ県の製粉事情
前回でカイセリ Kayseri県の製粉水車の実情について概要を説明し終ったわけであるが，そ
の際にも述べた通り，近年における電気製粉所の興隆によって水車の存在は著しく脅かされて
いる。今回は，カイセリ県におけるそのような水車の衰退に関する状況説明から筆を起こそう
と思う。
(1) タラス町の電気製粉
タラス Talasはカイセリ市の東南 9kmにある人口約8,500の近郊の町である。町方である
ため電気を得たのは農村部よりも早く，諸県銀行 illerBankasiによってすでに1926年から給
電されている。その後1960年から，町当局が電気事業を引継いだとみられるが，町に 1カ所あ
る電気製粉所は40~45年の歴史をもつというから，町営電気事業の開始以前に遡る存在である
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第58図 タラス町の電気製粉所
（第58図）。石臼は2華を備え， 製粉とブルグール
製造を手掛けるが，製粉能率は 1時間 320kgで
ある。ただしトルコの電気事情が悪くて時たま停
電もあるため水車のように24時間操業とはいかな
い。石臼はイズミールizmir製の人造ものである。
賃挽料は小麦製粉の場合で100kgにつき130リラ
である。
この電気製粉所が誕生する以前は，タラスには
製粉施設はなく， 住民は距離にして 17kmのサ
ルクマ Salkuma(別名ギュルプナル Giirpmar)
村や， あるいは前出のゲジ Geziの町（距離20
km), またはギョメチ Gomer;村（距離35km)へ
製粉依頼のために赴いていた。この苦労話は語り
伝えられているとみえ，これらの町や村の名をす
らすらと教えてくれたのは，たまたま客としてこ
の電気製粉所に居合せていた利発そうな女の子であった。
現在，この電気製粉所を訪れる客はタラスに限られるわけではなく， ジラヴック Cillavuk,
ゲルミン Germin(コナックラル Konaklar),あるいは既出のニンデュルリュク Endtirltik,ク
ラナルドゥ Kiranard1の村々にも及ぶ。 ((1981. 8. 28.)) 
(2) ヒムメトデデ町の電気製粉
カイ七リ市から北西ヘアンカラ市へと向かう国道60号線沿い 46kmの距離に， ヒムメトデ
デHimmetdede町がある。 この村に電気が通じたのは1971年11月23日であるが， 国道沿いの
主集落からやや外れたトルコ国鉄のヒムメトデデ駅前の小集落に72年以来電気製粉所が立地し
ている。ただ，この製粉所には前史があり， 72年に動力を電気に切換えるに先立ってすでに60
年からディーゼル機関で営業を開始している。
この電気製粉所は能率がよく， 1時間の製粉量は 600kgに達する。昼夜24時問の操業も可
能であるが，停電もあるため，平均 1日の操業時間は15時問程度という。賃挽料は 1kgにつ
き2リラである。
客が訪れる範囲は当町のほか，県内のカシュ Ka§(距離4km),カルカンジュク Kalkanc1k
（同 6km),カラキムセ Karakimse(同 9km),エスキエメルレル Eskiomerler(同 17km)
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などの村々のほか，隣のアヴァノス Avanos県のバシャル Pa§ah(同 17km),ウチクュUc;kuyu
（同 20km),アカルジャ Akarca(同 17km), マフマトタタル Mahmattatar(同 15km)の
村々にまで及ぶ。経営状態もよいためか，目下製粉所の建物は建増しの最中であった。 ((1981.
8. 23.)) 
(3) 農村電化と電気製粉所
製粉水車の存在が脅かされる最大の要因は電気製粉所の誕生であるが，電気製粉所が農村部
にまで進出するようになった基底条件は，農村電化によって造り出されたものである。農村電
化事業はかつては，諸県銀行，ニティ銀行 EtiBank, あるいは内務省所属の道路・水・電気局
YSE (Y ol Su Elektrikの略）が関係したが， 1970年以降は，新たに設立されたトルコ電気公
社 TEK(Tiirkiye Elektrik Kurumu)がその任に当たっている。
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第59図 カイ七リ県における農村電化の進行
50 
① 
トルコの農村電化率は1969年当時においては僅かに7.6%にすぎなかった。 しかしその後の
水力電気事業の本格化とともに電気は農村へも大幅に供給されるようになり， 80年々末現在の
② 
電化率は51.0%に達している。これをカイセリ県についてみれば県下490カ村のうち， 1980年
③ 
年末の電化村は386カ村に達し，電化率はトルコの乎均を上回って78.8%である。なお，カイ
セリ県の村々の電化の状況を時期別に図示したのが第59図であるが，電化が県都カイセリ市の
周辺部からまず始まり，段階的に僻遠の地に及んでいく様相が読みとれよう。カイセリ市のあ
る中央郡 Merkezilc;esiと東部のプナルバシュ Pmarba§lやサルーズ Sanz両郡の相違などは
まさに対照的である。
ところで，電化された村から電気製粉所の新設が願出された場合， トルコ電気公社は次のよ
④ 
うに対応する。まず， トルコ電気公社の戦員が現地に派遣されて状況を把握する。電気供給の
目的がまず第ーに照明用であるため，その村の電気容量に動力用としての余裕があるかどうか
が問題となる。ただ，場合によっては新たにその村に変圧器transformatorが取付けられて電
気容量の拡大がはかられる。また，もし電気製粉所設置の願いが2つの村から同時期に提出さ
れた場合は， 両村の人口規模や，いずれの村がトルコ東部のケバン Keban水力発電所から発
する幹線送電システム EnterkonnekteSistemiに近接しているかの相互比較， あるいは主要
道路との関連などの条件が勘案され，一方の側に決定をみることとなる。また，電気供給事業
が進められた過程で，村々のグループ化が考慮されているため，そのグループ間の調整もはか
られる。なお，電気製粉所の消費電力の計算茎準は，石臼の直径 90cmのものは8~10馬力，
100~120 cmのものは10~15馬力とみなされ，また2臼を設備する場合は15~30馬力と評価さ
れる。 ((1981.8. 24.)) 
(4) カイセリ市周辺農村の製粉事情
大穀物商が経営するカイセリ市の企業的な製粉工場は別格として，日常的な製粉手段の存否
と種類を集落ごとに問題とすれば，カイセリ市周辺の農村地帯の場合には，在来の製粉水車場
か新興の電気製粉所の一方，時には双方を持つ集落とそのいずれをも欠く集落に分類されるで
あろう。かつての製粉水車全盛時代に特定の水車集落がその周囲の集落に向かって繰り広げて
いた小麦の集荷腿パターンは，新たに生じた電気製粉所中心の集荷圏パターンによって，あら
かた置き換えられつつあるのが現状といえる。在来の水車場で現在も集荷圏を維持しているの
ふるい
は，ギョメチ村やバルサマ村のそれのように，概して選別機・飾器を設備して客の評判を得て
いるような場合に限られている。
製粉手段を自村に持たない場合，たとえばカイセリ市の東南方向にあるアイドゥンラル
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Aydmlar村は， 東へ 4kmのタラス町の電気製粉所に依存し， またカイセリ市の東北方向の
クズック K1Z1k村は，東 6kmのギョメチ村か 9kmのバルサマ村かの水車場に依存してい
る。 また， クズック村よりも若干カイセリ市寄りにあるヤズル Yaz1r村では上記の 2カ村の
水車場のほか，カイセリ市の電気製粉所にも赴くという。これらの村が電気時代に入っても製
粉所を持たなかった理由は，村内需要だけでは経営上成立ちえないとの見通しがあったためで
ある。 カイセリ市の北 13kmのニルキレット Erkilet町には， そのような需要の見通しを誤
った失敗例がある。すなわち， 1962年に電化した後，この町には石臼 2基を備えた電気製粉所
が誕生した。しかしカイセリ市へは一直線の交通の便利さから次第に客足が遠のき， 2年前か
らこの製粉所は休業状態にあるという。 ((1981. 8. 13~ 14. , 8. 21. , 8. 24.)) 
(5) アクシュラ街道沿いの製粉事情
カイセリ県ビュンヤン Bilnyan郡アクシュラ Akk1§la町へ通じる街道は， カイセリ市から
東北方のシヴァス Sivas市へと通じる国道45号線から分岐して，東南方向へと走るが，この街
道沿いの村々も，かつてはそれぞれに水車場を持ってはいたが，今ではそれらを捨て去り，完
全に電気製粉所への依存に転向した例である。
これらの村々は国道からアクシュラ町に向けて，チフトリック <;iftlik村，アレヴクシュラ
Alevki§la村，ギュミュシュス Gilmil§SU村の3カ村であるが，水車場はそれぞれ2, 1, 2 
カ所持っていた。一方，電気製粉所はアクシュラ町に8年前に 2カ所出現しているが，チフト
リック村にも， 5年程前に 2つの水車場が廃業した後， 3年程前にドイツ製の機械を備えた電
気製粉所が誕生している。一方，ギュミュシュス村では， 6年前に2つの水車場が廃止された
後，電気製粉所は造られるに至っていない。村人たちは 5km先のアクシュラ町へ赴くか，あ
るいは逆方向へ10kmのチフトリック村へ赴くかの何れかであるが，村人たちはチフトリック
村の電気製粉所をより好む。その理由ほ，小麦粉の仕上がりがより白くてより良質であるから
としヽう。 ((1981. 8. 29.)) 
(6) 巡回プルグール加工業者
水車の用途は主として小麦粉などの粉類を製することにあるが，すでに前回にも触れた通
り，一方では小麦の挽割り（ブルグール bulgur)専用の水車も存在し，製粉水車も客の求め
に応じてプルグール用にも用いられている。また，プルグール作りに各農家が手回し臼を用い
る例のあることもすでに述べた。その他，同様な方法としては手揺き臼，畜力臼なども存在し
ている。他方，後段でも紹介するが，電気ブルグール製造所も近年になって登場しつつある。
プルグール製造が以上のような状況にある中で，カイセリ市北方の農村地帯には，その付近
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第60図 巡回プルグール加工業者の荷車
に水車も存在せず，各農家に手
回し臼などの備えもない事情に
応えて，村々を巡り歩く巡回ブ
ルグール加工業者が存在してい
ることを知った。彼が携行する
機械は，ロバに晩かせる荷車に
乗せられた一組の原動機・粉砕
機・選別機である（第60図）。彼
はケメル Kerner村の住人であ
るが，毎年8月下旬になるとロ
バとともに，ニミレル Emmiler,タシュハン Ta§han,エルキレット，クズック，ギュネシュリ
Gilne§li, アルグンジュク Argmc1kの村々を，各村で2日～数日滞在しながら巡回し，農家の
需要に応えている。原動機はアメリカの KOHLER社製でガソリンを燃料とするが， プレー
トには10馬力とあるものの中古ででもあり，実情は5馬力程度という。粉砕機の小麦挽割り能
率は2時間で8、ンニック §inik(ブルグールの場合は1、ンニック=6kg),すなわち 48kgであ
る。利潤は，燃料費などの必要経費を差引き， 1、ンニックにつき10リラである。
このケメル村在住の業者のほかに，カイセリ市北方を巡回するプルグール加工業者は3名を
数える。インジェスー incesu町の業者は西寄りの地域を回るため， 東寄りの地域を回るケメ
ル村の業者との間に営業圏の重合はない。また，他の 2業者は，ケメル村の業者の営業圏の北
のはずれに当たるチェヴリール <;evril村とクシュチュ Ku§t;U村の住人である。 ((1981.8. 24.)) 
12. トルコ中部，アンカラ県の製粉水車と製粉事情
1950年代の地形図によって検討する限り，アンカラ県にも各地に数多くの水車が存在してい
る。そのデータを基に，アンカラ県でも連日のように農村地帯を駆け巡ったが，現役の水車場
にめぐり会うことは容易ではなかった。製粉法の近代化が，コンヤ県・カイセリ県に比べて一
段と進んでいるのがその理由である。かろうじて発見した唯一の水車場も，その経営は苦難に
満ちていた。以下，ほとんどが遺跡の確認と昔話の聴取りに終ったアンカラ県内の水車事情調
査について述べることとする。
(1) ヴェリヒムメトリ村の製粉水車
アンカラ市の南 35km,チャッカヤ <;ankaya郡に属するヴェリヒムメトリ Velihimmetli村
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には，かつて，集落から上流方向 1.5kmまでの間に4カ所，下流方向 1kmのところに1カ
所の，併せて5カ所に製粉水車が存在していた。しかしこれらの水車は1970~71年頃，ほぽ2
時期に分かれて消滅した。集落の傍らの水車場遺跡も跡形もない程に壊れたままである。
これらの水車が架せられていたヴェリヒムメトリ＝チャユ v.c;;:ay1川はもともと水が十分で
なく，灌漑期の終る 9月初旬までは昼間は耕地に水を取られるため，水車は夜間にしか営業で
きないという不便があった。そのような状況の中で，電気が普及し始めたため，水車は容易に
その脅威にさらされたわけである。この村の近在では， 7km隔たったギョクチェヒュユック
Gokc;;ehiiyiik (チェルケズヒュユック c;;:erkezhiiyiik)村にまず電気製粉所が誕生し（この村
の電化は1963年），また 20km彼方のギョルバシュ Golba§l町にも電気製粉所が出現している
（この町の電化は1970年）。水車場を廃止に追込むのにこのうちのいずれの電気製粉所の影響
が強かったかという質問には，的確な解答をえられなかったが，村人たちは粉の質が良いとい
うことでギョルバシュ製粉所を好んでいる。
なお，案内役の老人2人は，熱を帯びずに仕上がる水車粉の冷たさをしきりに懐旧し，水車
場復活の夢を抱いているかのようであった。 ((1981. 9. 7.) 
(2) バラ郡南縁部の製粉事情
アンカラ市から南へ国道1号線が到達するアンカラ県バラ Bala郡の南縁部も， 地形図で見
る限りは水車の多い地域であった。それ故， アンカラ市から 90kmのこの地域も探査の対象
としたが，現存する水車場は皆無であった。水車が特に多かったのは，国道沿いのカラナムザ
ルKaranamzah村から北の岐路に入った緑の乏しい寒村， ソフラル Sofular村（水車場5カ
所）とヤイラルニズュ Yaylahozii村（同4カ所）である。 しかし， ソフラル村の水車場は，
ーかつてはカラナムザル村の村人も最も近い 7kmの距離のその水車場まで赴いていたという
が一，ほとんどが30年前に姿を消しており，水車場遺跡も漠としている。衰退の原因は，他の
集落にディーゼル機関による製粉所が出現し始めたためである。カラナムザル村の村人の行先
も， ソフラル村を見捨てて後は反転して西南 6kmのアルトゥラル Altilar村（コンヤ県）の
ディーゼル製粉所（現在は電気製粉所に転換）になったという。ソフラル村の水車場の 1つ
は，生産性が1昼夜で50シニック (375~400kg)とかなりの低率であったが，あるいはその非
能率が命運を早めたのかも知れない。
一方，ャイラルエズュ村の水車場は15年前に廃止されたという。ソフラル村より 7km奥地
に位置することが，ソフラル村の水車場よりも長寿であった理由とみられる。
水車場を失った後，これらの村の住民は，現在は，ャイラルニズュ村からも北16kmにあた
54 
るアフシャル Af§ar町，あるいは，さらにそこから北 14kmの郡都バラ町の，電気製粉所に
赴いているという。 ((1981. 9. 9.)) 
(3) クスンラル村の製粉水車
アンカラ市の東郊 5kmにあるクスンラル Kusunlar村（チャンカヤ郡）には， かつて，周
辺の60カ村から客が集まり，順番待ちの牛車が狭い田舎道に列をなしたと称せられる水車場が
かみて
あった。クスンラル＝チャュ K.<;ay1のやや上手に堰を設け，水を高みへ導き， 3本の導水管
で2台の製粉水車と 1台のプルグール水車を動かしていたという大型の水車場である。操業期
は春先から年末までの 9カ月に及んだが，ただ冬は積雪のために減水し，また夏は灌漑との調
整から水が割かれ，若千の能率低下がみられるのが常であった。賃挽料は1/15で，プルグール
加工の場合もほぼ同率であった。扱われた穀物は小麦だけで，家畜飼料となる大麦は水車とは
無縁であったという。
クスンラル＝チャユ川の上流2.5kmにクプルス K1bris村がある。 この村は独自に2~3
カ所に水車場を持っていたため，製粉に関してはクスンラル村とは無関係であった。ところが
10年程前にクプルス村によってクスンラル＝チャユの水が堰止められたことが，クスンラル村
の水車場を廃業へと追い込む。水が堰止められた理由は灌漑用水確保のためという。
これに対してクスンラル村からは抗議があったとみるのが自然であろう。しかし村人は多く
を語りたがらない。すでに電気時代に入りかけていたために水車場経営も末期的であったため
か，あるいは上流下流関係からしてクプルス村に水利優先権があったためか，そのような推測
も成立つ。さらに想像をたくましくすれば，キプロス Cyprusを意味するクプルスの村名から
してこの村にはキプロス島ゆかりのギリシア人が住んで居り， 10年程前， 正しくは 8年前の
1974年のキプロス紛争に際して何らかのトラプルが両村間に生じたのか。……しかしこれはあ
くまでも筆者の推論である。
水車場が閉鎖された後，水車所有・経営主であるX氏は，僅かばかりの耕地に頼るほか，小
型自動車を買入れて運輸業を営むなど，その生活の変更を余儀なくされ，子供の成人をまって
ようやく生活の不安から解放されたよしである。また，村人たちはその後は，小麦の買付けの
ために巡回して来る政府直営の TMO(Toprak Mahsulleri Ofisi, Land Products Office)の
トラックに，小麦を売り付け，代替に TMO付属の製粉工場で製せられた小麦粉を入手してい
るという。 ((1981. 9. 7.)) 
(4) チュブック地方の製粉事情
アンカラ市の北40kmにチュプック <;ubukの町があり，その北郊5kmのチャヴンドゥル
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<;avmd1r村に， 1964年にアンカラの飲料水確保を目的に造られたチュブック2号＝ダムがあ
る。
カラカヴァク＝デレ KarakavakDere川がつくるこのチュプック・チャヴンドゥルの谷筋
もかつては水車の多いところであった。地形図によれば，チュプック町にはバシャ水車 Pa§a
Dg. (dg. は水車を表わす degirmenの略号）をはじめ3カ所に，またチャヴンドゥル村の北に
はカヤディビ水車 KayadibiDg. やオルタ水車 OrtaDg. をはじめ，北隣のカラマン Karaman
村にかけて計5カ所に，水車が存在していたことが判明する。
ただ，現状はこれらの水車は皆無となっている。その一つの理由はダムの築造にともなう潰
減であり，チャヴンドゥルル村の北方の5つの水車場のうち，最上流の2つは水没し，次の 1つ
はダムサイトに当たっていたため取払われた。また，ダムサイトのすぐ下流位置となったオル
夕水車は， ダムの泄水操作によって水を奪われ営業困難となり， 1960年をもって廃業してい
る。
電気製粉所の出現も水車場に打撃を与えた。チュプック町の電化は諸県銀行によってひとま
ず1955年に達成されているが，電気量に余裕が生じて電気製粉所の誕生をみるのは60年代の前
半である。この頃に2年にわたって相次いで2つの製粉所が開業し，さらに78年には3番目の
製粉所も誕生している（第61図）。チュプックにあった3つの水車場のうち，橋畔にあった1つ
は何らかの事情で1940年代には廃止されていたが，残る 2つしま，電気製粉所の影響をもろに受
け， 70年頃までに廃業した。
また，チャヴンドゥル村のオルタ水車の廃業や，最後まで残っていた村の傍らのカヤディビ
水車の閉鎖 (64年）も，チュプック町の電気製粉所による打撃である。特に村人が強調するの
ほ，電気製粉所が備えている飾
器の性能のよさであった。
かつて水車時代の賃挽料は
1/12であった。しかし電気製粉
所のそれは通常は1/10,時には
1/8という。ブルグール加工の
手間賃は1/10である。チュプッ
クには電気ブルグール製造所も
3カ所誕生している。((1981.9. 
11.)) 第61図 チュプック町の電気製粉所
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(5) スユートユズュ村の電化水車場
アンカラ市の南 30kmのスユートユズュ Sogil tilz i村には電気製粉所が2つ数えられるが，
そのうちの 1つは水車小屋が電気製粉所に転向した珍しい例である。その電気製粉所は，アン
カラ市とアンカラ県内の一地方中心バラ Bala町を結ぶ自動車道路が， 地方道と交わる村内の
四つ辻に位置する。聞くところによれば，この製粉所は交通の便利さにも恵まれ， 10km先の
ペイナム Beynam村をはじめ，周辺20カ村から客を集めるという程の繁昌ぶりである。
経営者X氏によれば，当家は祖父の代から水車製粉業を営んできたが，他の場所からこの地
点に水車小屋を移したのは1940年頃のことである。それ以後三十数年にわたり，スユートユズ
ュ＝チャュ S.<;ay1川の水に依って製粉水車経営が続けられてきたが，例年夏に水が不足する
ため， 63年からはディーゼル機関を補助に取付けて夏の動力に当てていたという。当時は石臼
は1基で， 1昼夜の製粉能率は30~50シニック (240~400kg)程度であった。
スユートユズュ村は1971年に電化しているが，この水車小屋に電気が引かれ，動力が電気に
切替えられたのは76年のことである。これを機に馬力の向上も図られたため，石臼は一挙に4
基に増やされた。しかも 1臼あたりの能率は1日5トンと飛躍的に増加し， 4基では1日の製
粉量は実に20トン，水車時代のそれの数十倍にも達する。水車時代，その非能率の故に，順番
待ちの客が小屋の前に長蛇の列をつくったという話も，今は完全に昔語りとなっている。
なお， 製粉の賃挽料は水車時代から変更はなく， 1/10の現物， またはそれ相当の現金であ
る。ブルグール加工も引受けているが賃挽料は同額である。 ((1981. 9. 10.)) 
(6) ケシックキョプリュ村の電気製粉所
アンカラ県の東南縁から東部にかけて，トルコ最大の長流であるクズルウルマク K1z1hrmak
川が北流するが，その東南縁の部分には，ヒルファンル Hirfanh=ダムとヶシックキョプリュ
Kesikkopril =ダムによって生じた人造湖が階段状に連なっている。下流側のケシックキョプ
リュ＝ダムの脚下に位置するのが同名の村であるが， 1966年に竣工したケシックキョプリュ発
電所の恩恵を受け，他の地域に先駆けて69年には早くも電化を遂げている。この給電工事を担
当したのほ諸県銀行である。
ケシックキョプリュ村には製粉水車はなかった。村人たちは 7km隔たったアァプナル
Agapmar村（クルシェヒル Kir§ehir県）の5つの水車場に赴いていたものである。最も近
い水車湯でも 4.8kmの距離である。このような不便を解決したのが80年に誕生した電気製粉
所であるが，村の電化後11年目であることは，電気量に余裕がなかったためか，あるいは採算
上の見通しが立たなかったためか，その事情は不明である。なお，電気製粉所の能率は1時間
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50kgという。 ((1981. 9. 10.)) 
(7) スラクユルト町の製粉水車
アンカラ県の東北端に所在する一つの郡の中心町スラクュルト Sulakyurttま，かつては5カ
所に水車場がある製粉中心でもあった。当時は，町の客は言うに及ばず，遠くは15~20km隔
たった村も含め，計8カ村，時にはそれ以上の村々からも，客が牛車・馬車に荷を載せて訪れ
てきたものであるという。水車場はいずれもスラクュルト＝チャユ S.<;ayl川に臨み，その操
業期は小麦の収穫期ともからんで9月から翌年の4月までであった。ほかに家畜飼料の大麦・
カラス麦も製粉の対象であった。水車1台の製粉能率は 1昼夜で60~80シニックC450~600kg) 
程度であったという。賃挽料は1/20である。
スラクユルト町に電気が供給され始めたのは1964年であるが， 71年には余剰電気を利用する
形で電気製粉所が誕生した。そのためその翌年あたりから水車場は次第に潰減の方向へと向か
うが，さらに電気製粉所が 1つ増えたのを機に，最後まで対抗していた水車場も77年には廃業
に追い込まれている。
これらの電気製粉所を創めたのは，いずれも水車業とは無関係の農民であった。そのため，
水車業者と電気製粉業者との間で悶着が生じたであろうことは十分推察される。しかし結局
は，水車業者も製粉業近代化の趨勢には抗しきれず，上記の最後の水車業者も一時的な補償金
を手にすることで和解したようである。なおこの水車業者は，その後，町の刑務所看守を職に
選んだという。今もこの最後の水車小屋は旋錠されて残されているが，その床下に取付けられ
ている水平式水車は，極めて珍しく，時計回りであったらしい（第62図）。
ちなみにスラクュルト町では，水車時代においても，プルグール加工は水車によらず，竪杵
臼または手回し臼を用いて人力
でなされていた。しかし現在は
電気プルグール製造所が1カ所
誕生している。 ((1981. 9. 8.) 
(8) カズマジャ村の製粉事
情
アンカラ県東北部，スラクユ
ルト町とその西隣の郡都カレジ
クKalecik町との中間に，カズ
マジャ Kazmaca村（カレジク 第62図時計回りの水平式水車
58 
郡）がある。隣村からは十数キロ隔たった僻村であるが，かつては3カ所の水車場を持ってい
た。しかし，これらはいずれもすでに廃業しており， うち 1つは17年前，他の 1つほ7~8年
前のことであったという。この村にディーゼル製粉所が誕生したのがその原因である。ただ，
このディーゼル製粉所は目下，電気製粉所に模様変え中であり，したがって村人たちは一時的
に製粉手段を欠いている。ちなみにこの村の電化は1980年4月1日というから，電気製粉所の
建造は極めて素早い処置であったといえる。 ((1981. 9. 8.) 
(9) ナルルハン町の製粉水車
アソカラ県の北西端にある一つの郡の中心町ナルルハ:.,,Nalhhan iま， 動力の近代化が他の
県よりもより進行しているアンカラ県の中にあって，現在でも水車製粉が営まれているおそら
く唯一の土地である。
水車小屋は3つあり， いずれもが南流するナルデレ Naldere川沿いに立地している。その
うちの 1つは，屑小麦や大麦を原料にして家畜の飼料を製造している零細工場である。おそら
くこの水車工場は規模・業種からみても，今後とも存続する余地があろう。残る 2つが食用の
小麦粉を作る製粉水車場であり，町の電化による影響をもろに受けて苦況のさなかにある。
ナルルハン町の西北のはずれにベシュ＝デェイルメン Be§Degirmen(5つの水車）と呼ば
れる一角があり，水車小屋の 1つはそこに見出される（第63図）。小屋の中には2基の石臼があ
り，それぞれの石臼が床下に水乎式水車を備えている。かつては他にも水車小屋が2つあり，
うち 1つは現存の水車小屋と同様2臼・ 2水車であったため，この一角には3つの水車小屋に
5台の水車が存在していた。地名が由来したゆえんである。なお，他の水車小屋が消滅した理
由も町の電化にあった。
第63図 ベシュ＝デェイルメンの水車小屋内部
現存する水車小屋の所有主
は，地主兼自作農であるこの町
の住人メフメト Mehmet氏で
あるが，これを分益小作的に用
益しているのは町から西北西
12kmのアクスー Aksu村の農
民， イスマイル ismail氏であ
る。イスマイル氏は，経営耕地
も少なく村で仕事もないまま
に，水車が操業する春秋の 5カ
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月間も含め，年間10カ月間をこの水車小屋に泊り込んでいる。水車小屋の貸借料すなわち小作
料は50%である。水車番イスマイル氏は客から徴収した賃挽料収入を，所有主メフメト氏との
間で折半する。なお，水車に課せられる税金（年額5万リラ）も，所有主と水車番で等分に負
担されているという。ちなみに，この水車小屋へもたらされる穀類は小麦が主であるが，ほか
に大麦・とうもろこし，および飼料用に豆類の一種フィー figも持込まれる。プルグール挽割
りの注文はほとんどない。
ナルルハン町に電気が供給され始めたのは1964年のことであり，ほどなく電気製粉所も誕生
している。先述の通り，ベシュ＝デェイルメンにあった他の水車小屋が消滅したのはその影響
であった。さらに，調査に赴いた1カ月前の81年8月には2番目の電気製粉所が登場した。そ
のため水車製粉業を取り巻く状況は一段と厳しさを増している。
イスマイル氏が徴収する賃挽料は長らく1/24であった。これに対して電気製粉所のそれは，
ふすま
100kgの小麦を持参した客に 65kgの小麦粉と 20kgの魃を手渡し， 残る 15kgの小麦を製
粉所の取り分とするため，比率にして15%,すなわち1/6.7である。このような高率は筆者も
他に知らない。それでも客が製粉水車を見捨てて電気製粉所に赴く理由は，製粉に要する時間
の差，および粉と魃に飾い分ける箇器を設備しているか否かの差である。水車場に飾器を備付
けることも対抗手段の一つであるが，それはまだ実現をみていない。客の減少による収入減を
補うため，イスマイル氏は最近賃挽料を1/14に引上げたというが，この非常手段が吉凶いずれ
の結果をもたらすかは未だ不明の状態であった。 ((1981. 9. 14.)) 
13. アナトリア諸地域の製粉水車と製粉事情
今回の水車調査に際しては，内陸アナトリアのコンヤ，カイセリ，アンカラの 3県以外の地
域でも興味深い資料を得ることができた。
(1) ネヴシェヒル県バシュデレ＝チャユ川河谷の製粉事情
カイセリ県の西隣がネヴシェヒル Nev§ehir県であるが，その主邑ネヴシェヒルと並んで観
光拠点として著名なュルギュップUrgup町へ流れ下る，バシュデレ＝チャュ Ba§dere<;ay1川
（クズルウルマク川の支流）河谷の製粉事情について述べておく。
この川筋には両岸に数力村が連なっているが，かつてはほとんどの村に製粉水車が伴われて
いた。しかし， 15年前に，豪雨によって引き起こされた土石流のため，各村の水車場はほぼ全
滅した（第64図）。ュルギュップ町から 4kmのカラジャエレン Karacaoren村にも，かつては
2~3人持の共有水車も含め10カ所に水車場があったが，この土石流によってすぺてが破壊さ
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れてしまったという。
カラジャニレン村についてい
えば，水車場全滅の後，石油発
動機による村営の製粉所を建造
した。しかし，それも10カ年利
用されただけで終り， 5年前か
らは休業状態にある。製粉所を
有効に利用するだけの十分の小
麦が村に穫れないための不経済
第64図バシュデレ＝チャユ川河谷の水車場遺跡 と，石油の値上がりによる打撃
とが，製粉所を閉鎖に追込んだ理由である。村人は，より大きな需要に支えられて存続してい
るこの川筋の他の村の電気製粉所へ赴いているわけであるが，下流方向へは 5km先のユルギ
ュップ町，上流方向は 14km先の谷頭のバシュデレ（バシュキョイ Ba§koy)村が，彼らの行
先である。
バシュデレ村には， ヌマン＝アクチャイ NumanAk<;ay氏が1979年に創業した電気製粉所
がある。ただ， 目下ヌマン氏は西ドイツヘ出稼ぎ中であり，その子息が経営に当たっている。
製粉賃挽料は小麦 30kgにつき15リラである。バシュデレ村にはほかに石油発動機製粉所もあ
る。しかし，この製粉所でも当主が西ドイツに出稼ぎ中であり，製粉所は休業している。
電気製粉所は，カラジャエレン～バシュデレ間の他の村々（たとえばカライン Karain村，
ボヤル Boyab村）にも，ここ 2~3年の間に出現しているよしである。 ((1981. 8. 16.)) 
(2) エスキシェヒル県ダァ＝キョプリュ村の製粉水車
アナトリア中西部のエスキシェヒル Esk埓ehir県の北部に， シュンディケン山地 Silndiken
Daglanが東西に横たわっているが， その北斜面の最頂部の一村にダァ＝キョプリュ Dag
Koplil村がある。村は東北に傾斜した山腹斜面，海抜 750mに位置し，サカルヤ Sakarya川
の一支流キョプリュ＝デレ K.Dere川の深い谷を見下ろす。
この村の戸数は約200戸であり， 村では小麦・大麦・ブルチャック bur<;ak豆などが栽培さ
れている。これらの穀類・豆類が製粉されるにあたって利用されるのが，この村の 2つの水車
小屋である。水車小屋は，集落の下方のキョプリュ＝デレ川沿いに，相互に 2kmの間隔をお
いて立地している。上流の水車小屋の海抜高度は 600m,下流のそれは 550m,すなわち集落と
の高度差はそれぞれ 150mと200mである。集落からこれらの水車小屋までは， ともに急坂
西南アジアの水車・風車調査覚書 (5) 
を上下する片道 2kmの道程で
ある。村人はその用達しにあた
っては，荷を馬かロバの背に託
さねばならない。
下流側の水車を例にいえば，
水車は1年を通じて操業する。
しかし，日によっては客がなく，
逆に麦の収穫期直後などは10人
もの客で混雑する。水車の製粉
能率は 1昼夜で 600kg, 家畜飼
料用に麦が挽割られる場合の能
第65図 ダァ＝キョプリュ村の水車小屋（手前に横たわるのが
新規買付けの臼）
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率は同じく 1トンであり，賃挽料は1/10である。水車小屋を所有・経営するX氏は乎均的な自
作農であり，とりたてての富農層ではない。ただ，筆者がこの村を訪れた日はメッカ巡礼に赴
いていて不在であった。したがって，イスラム教徒が終生の願望とするメッカ巡礼を果たせる
だけ， X氏は資力に恵まれた農民ということができよう。ちなみに最近X氏が買付けた，隣の
ビレジック Bilecik県産の天然ものの直径 124cmの石臼は， 2基（上下臼各2)で4,000リラ
であったという（第65図）。
以上， ダァ＝キョプリュ村の水車は， 全村の需要に応え， 農家の兼業経営によって運営さ
れている。 しかもこの村はシュンディケン山地の中で隔絶し，峠を越えた南隣のヤルムジャ
Yanmca村， 北隣となるサカルヤ川筋のマユスラル May1slar村とは， それぞれ約 10kmの
山道によって隔てられている。その上，これらの隣村も水車場を持つため，隣村から当村の水
車小屋を訪れる客はない。孤立性の故に，ーカ村で全く完結した需給関係の中にある製粉水車
の存在形態がここにみられる。 ((1981. 9. 18.)) 
(3) マニサ県ソマ町付近の製粉事情
ニーゲ海岸に近いマニサ Manisa県北部のソマ Soma町北方の丘陵地帯における製粉事情
を述べておく。この付近は灌漑用水に乏しく，風車によって地下水の汲上げを必要とする程の
状況下にあるが， しかし製粉用水車は多くの村々（たとえばペイジェ Beyce村， カドゥン＝
キョユ KadmKoyil村）に備えられており，季節的な水涸れの心配もなく年間操業の態勢も
整っているという。しかし，近年は村人の電気製粉所への指向が強まり，年中稼動している水
車場はほとんどみられない。
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カドゥン＝キョユ村の村人たちの多くも， 15km先のソマ町郊外の電気製粉所へ赴いてい
るよしである。しかも自家で収穫した小麦に対しての執着心も次第に薄れており，たとえば電
気製粉所に一定量の小麦を預けおき，必要に応じてその量に見合う小麦粉を，何度にも分けて
引出すという慣行も生じている。 ((1981. 9. 19.)) 
(4) テュルクカレヒサル村の製粉水車
アンカラ県の東北に隣るチョルム <;;orum県の県都チョルムと， 県内の一中心スングルル
Sungurlu町との中間の山道に， 現在も活動中の水車場が2カ所見出される。セイトオゥル＝
ジャラル＝ボラト SeyitogluCalal Polat氏が所有・経営する製粉水車もそのうちの一つであ
る。彼によればかつてこのコパラン Koparan川の谷筋には10の水車場が並んでいたらしく，
現に打捨てられた水車場も 3カ所ばかりみられる。いずれもがこの地点から 6km隔たったと
ころにあるテュルクカレヒサル＝キョュ TUrkkalehisarKoyii村の水車であり， 実に100年に
わたる歴史を持っているという。
コプラン川の水量は豊富であり，水車は一年を通じて昼夜の運転が可能である。落差は12m
あり， 1時間の製粉能率は2テネケ tenekeすなわち 32kgである。しかし，客が訪れて来る
のは小麦の収穫後の3カ月に限られ，しかも客数は減少傾向にあって昼間だけの仕事で十分で
あるという。他の8つの水車場を廃業へと追込み，セイトオゥル水車を不況に陥れたのは，村
に出現した電気製粉所であった。賃挽料を比較すれば，水車の場合は小麦1テネケ (16kg)あ
たり現物 0.85kg, 電気製粉所の場合は同じく現金で30リラである。小麦の価格 (1kg=20リ
ラ）からして水車の賃挽料は1テネケあたり17リラとなるが，これは電気製粉所のそれのおよ
そ半額である。しかも水車小屋を訪れる客たちの評判は水車粉は冷たくて良質であるという。
のろ
にもかかわらず，水車が衰退へと向かってきたのは，村からの隔たりと製粉速度の鈍さにある
というのが，セイトオゥル＝ジャラル＝ボラト氏の意見である。 ((1981. 9. 1.)) 
(5) ニクサル町の製粉水車
ニクサル Niksar(トカット Tokat県）は，黒海沿いに走る通称ボントゥス Pontus山脈の
一支脈，ジャニック＝ダァラル CanikDaglan山脈の南麓に位置している。町は， イェシル
ウルマク Ye§ihrmak水系のケルキット＝チャュ Kelkit<;ay1 JIの一支流，チャナクチ＝デレ
<;anaki;i Dere川の谷口にあり，緑樹が生い茂って美しい。
古代の地理学者ストラポ Straboが， 黒海沿岸に存在していたボントゥス王国の王， ミトリ
ダテス Mithridates6世の事績として， 紀元前65年に宮殿と水車を造ったと述べるカベイラ
⑤ 
Cabeiraの地は，実はこのニクサルである。町の中央に比高100mの岡があり，頂上には砦跡
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もあるが， ミトリダテスが宮殿
と水車を造ったというのはこの
岡とは関係なく，おそらくはチ
ャナクチ＝デレ川の畔であった
と思われる。
まことに偶然というべきか，
ニクサルには現在もチャナクチ
＝デレ川沿いの2カ所に水車場
があるという。そのうちの1つ
は， 50年前にこの水車小屋に嫁
いで以来主人を助けて製粉の仕
第66図 ニクサル町の水車小屋（右側方に斜めの導水管がみえ
る）
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事に携わり， 8年前に主人を失ってからは娘2人とともに仕事を切盛りするという，老婦の経
営する製粉水車場である（第66図）。 ちなみに， 女性が水車番親方 ba§degirmenciを務める水
車場は，筆者の見聞した限りでは他に例をみなかった。
水車の操業期は5月から10月初めまでの実質5カ月間であり， 24時間操業も可能であるが女
性であるだけに仕事は昼間だけに限っている。水車の能率は 1時間 75kgであり，仕上がった
粉は白くて良質である。ただ，他にも水車場があり，ニクサルには製粉工場もあるため，どの
程度の小麦がこの水車場にもたらされているかは不詳である。製粉の対象には小麦のほか大麦
も取扱われる。
なお，この水車場には導水管が2本あって水車も 2つ備えられ， 1つは製粉用石臼を，他は
プルグール専用臼をそれぞれ動かしている。賃挽料は粉・ブルグールとも 25kgにつき40リラ
という。水車場は水使用料は必要ではないが，営業税は支払っている。 ((1981. 8. 30.)) 
(6) アンタルヤ市の製粉水車
地中海に臨むアンクルャ Antalya市の市街地の東部に， Degirmenon iすなわち「水車前」
と呼ばれる一角があり，その場所はかつて製粉水車場が4つ並んでいたところという。アンタ
ルヤ一帯には4段の海成段丘がみられ，海岸線に相当するのも最下位の段丘の段丘崖である
が，水車が並んでいたのは東西に走る 2番目の段丘崖（高度差約 40m) の崖下である。 4つ
の水車場が一線に並んで存在していた理由は，東北の方向から第2の海成段丘上を流れてきた
デュデン＝チャユ Diiden~ay1 が， 崖の直前で分水堰によって4本の水路に分けられ， それ
ぞれが滝をなして 40mの落差を流れ落ちていたことによる。これらの滝は西から順に，①チ
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ャパジュ <;apac1,②同じくチャ
パジュまたはアフメトアァー
Ahmetaga, ③アトラル Atlar,
④同じくアトラルと名づけられ
ているが，滝ごとに水車場が設
けられていたのである。
これらの製粉水車場は，アン
タルヤ地方の大農場主によって
所有されていたが，その後すべ
第67図 アンタルヤ市の水車場追跡（右端に石臼がみえる） てがこの所有主によって廃止さ
れ，今では②のチャバジュ別名アフメトアァー滝を利用した近代的な水力製粉工場に置き換わ
っている。水車場が工場に建替えられた年次は不詳であるが，工場はドイツ人の設計・監督の
下で2年がかりで完成したという。なお，工場の水車動力は製粉用にあてられるほか，工場内
の照明用の発電機も回している。ちなみに，この製粉工場は大農場主の死後，遺産相続をした
数人の兄弟のうちの一人が相続し，目下その経営に当たっている。小麦粉生産量はかつての 4
つの水車場の生産総量に十分匹敵しているとのことである。
廃止された製粉水車の遺構は，石臼およびその真下に取付けられていたプーリーが残存して
いる，③のアトラル水車の状況が最も説明的である（第67図）。また，聴くところによると，①
のチャパジュの水車場には2臼が備わり，小麦粉と米粉が挽かれていたという。また，幾分詳
細なアンタルヤ市の地図には， 4つ並ぶ水車記号のそばにチュルチュル＝ファブリカス <;1r<;1r
fabrikas1の註記があるから， これらの水車場はチュルチュルすなわち「綿実」を原料として
搾油に関係していたこともあったのかも知れない。
訪れた日がたまたま休日であり，水力製粉工場も休業日であったが，その余水吐から落とさ
れる水しぶきも含め， 4本の滝は現在も健在であり往時の姿を紡彿とさせるものがある。かつ
て水車場造りに関係したという一人の老人は，水車の落差を 37mと筆者に断言したが， おそ
らくこの数値は極めて確度の高いものであろう。 ((1981. 8. 3.)) 
14. トルコ中西部，サカルヤ川沿岸の揚水水車
水車が利用される用途としては他に揚水がある。水流によって垂直方向に回転する水車の車
輪あるいは羽根に，連鎖的に桶（杓・箱）を取付け，桶が水中に没した際にすくった水を円周
峯 dolaphde面rmen
o village 
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第68図 サカルヤ川中流沿いの揚水水車分布
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運動で上方へもたらし，水箱で受けとって畑へ導こうとする仕掛けがそれであるが，西アジア
ではノリア noriaなどの名で， オロンテス Orantes川やユーフラテス Euphrates川などで広
⑥ 
くその存在が知られている。
アナトリアに同種の揚水水車が存在していることを知ったのは地形図に示されたドラプル
＝デェイルメン dolaphdegirmen (箱付き水車）の記号によってであるが，通覧したところこ
の箱付き水車が特に集中的に分布しているのは，クズルウルマク川およびサカルヤ川のいずれ
も中流々域であった。前者はアンカラ市東南方60km付近，後者はアンカラ市西方200kmの
ニスキシェヒル市近傍である。前者の場合は，地形図で見る限り前述のケシックキョプリュ＝
ダムの完成によって少くとも 2基の箱付き水車が水没している。
⑦ 
サカルヤ川の揚水水車に関しては2, 3の文献にその紹介がある。また，上述の地形図によ
れば，西流するサカルヤ川中流に沿ってその分布状況はかなり連続的であり，記号の数による
だけでも約30が数えられる（第68図）。サカルヤ川の中流河谷は 700~1000m 級の山地で南北
を画され，その中央は幅の狭い洪涵平野で占められているが，洪涵平野はほとんどが瀧漑耕地
化され，野菜・果樹・穀類が栽培されている。その瀧漑手段として採用されているのが揚水水
車であるが，その起原は古く，その年代は定かでない。
揚水水車のデータ採集のため筆者が最初に目指したのは，前出の文献で紹介されている南岸
のボザニッチ Bozanic;村であった。しかし， この地方の中心集落であるサ・ルカヤ Sankaya町
で国営水利事業公団 DSiの職員氏からえた知識では， もはやボザニッチ村には揚水水車は 1
基も残存して居らず，北岸のイィディル igdir村にかろうじて唯一， 1基だけが稼動している
ということであった。
ところでこのイィディル村の揚水水車は，直径 7m,幅1.20mの大きさのものである。羽根
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ルであった。
第69図 イィディル村の揚水水車
は28枚であるが，車輪の岸辺側
に取付けられた箱（ただし空き
缶）は40個（ただしうち3個は
脱落したままの模様）を数え，
サカルヤ川の水面から5mの高
さに設けられた水受け箱に水を
汲み上げている（第69図）。当日
のサカルヤ川の流況は平日並み
とのことであったが，計測した
ところ，揚水量は秒間 11Jット
この揚水水車に関係する老夫の語るところによれば，この揚水水車は，揚水を受益する複数
の関係農家の共有物である。灌水面積は1日につき 1~2ヘククールであり，関係農家へは番
水制で，水受け箱から通じるパイプによって導水されるが，瀧水の対象となる作物は野莱・果
樹・穀類のいずれを問わない。水車の建造・修理費などは受益面積に応じて各農家の負担とさ
れる。なお，税金・水代などは一切徴収されていない。灌水の必要がないため無用となる冬に
は，水車は解体されて岸に引上げられる。ちなみに村人はドラプル＝デェイルメンのほか，ス
みず
-=ドラプゥ sudolab1 (水水車），チャルク cark(車）の名で揚水水車を呼んでいる。イィデ
ィル村にはかつてはこれよりも大型の水車も含め， 25~30基の揚水水車があったらしく，確か
に河岸には，水車が架設されていたと覚しい木台の跡などが散見され，過去の盛況を坊彿とさ
せるものがある。
イィディル村だけで盛時に25~30基の揚水水車があったとすれば，サカルヤ川中流々域には
併せて200基を超える揚水水車が存在していたとも推定される。この大集団をたちまち潰滅へ
と追いやったのほ，一つは DSiによって進められた， より上流点に設けられた分水堰を起点
とする用水路 kanal・用水溝 kanalet配備計画であり，他の一つは農家の側で水車に代わって
採用した，石油を燃料とする揚水ポンプである。現存する唯一の揚水水車の傍らにも，案内役
の老夫の所有するボンプがすでに据えられており，現に水車と併用され，水車の揚程のSmよ
りも上方の耕地にまで水を汲み上げているという。まさにこの揚水水車の運命も尽きかけたか
の状況であるが，ただこの老夫は揚水水車に愛着をもち，将来ともに水車を護る立場をとると
のことであった。 ((1981. 9. 18.)) 
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結語
5回にわたって書を連ねてきた「西南アジアの水車・風車調査覚書」も， 1981年に実施した
トルコのアナトリア地方における調査内容の記述をもって一先ず筆を掴くこととする。その理
由は， 1985年度の関西大学在外研究員に任ぜられたため，今年度限りで東西学術研究所々員を
辞さねばならないからであるが， 1983年の第2次アナトリア調査の報告や，遡って懸案の1964
年のイラン調査の報告などは，又の機会を待ちたい。
ただここで，今回および前回に記述した第1次アナトリア調査の記録に関連して，第2次調
査の結果に基づき，補訂・付言が必要とされる点について若干触れておきたい。
第2次調査では，まず第1次調査での主要対象地域ーコンヤ・カイセリ・アンカラの3県一
を改めて補充調査した。その結果，コンヤ地方では，前回聴取りが不十分であったチャユルバ
ァ<;ay1rbag村などで興味深いデータを得ることができた。また，前回は 1カ月にわたって滞
在し，徹底的に調べ尽したつもりのカイセリ地方でも，ビュンヤン町に町営の製粉水車場やプ
ルグール製造水車場が存在すること，またバルサマ村にも前回調査渦れの第3の製粉水車場が
存在することなどが明らかとなった。いずれもが筆者にとって注目に値する水車場である。ア
ンカラ県は，前回は現役の水車場を探査するのに苦労した地域であったが，今回は山間部にお
いて数台の水車を発見した。揚水水車に関しても，サカルヤ川筋だけではなく，アンカラ県内
のクズルウルマク川の川筋に目下稼動中のものがあることを知った。
一方，第2次調査では前回よりも調査地域をはるかに拡大したので，東部のヴァン Van,デ
ィヤルバクル Diyarbakir,南部のアダナ Adana,西部のデニズリ Denizliなどの地方で多数の
デークを得た。また，アダナ市西方のクルスス Tarsus町がトルコで最も盛んな水車揚水地帯
であることや，アナトリア西南端部が風車製粉地帯であることも判明した。
最後に，この 2度のアナトリア調査に当たっては，当研究所委嘱研究員のゲゼンチ G5zenc;
氏（イスタンプル大学海洋学・地理学研究所助教授）のほか，同研究所所長のエリンチ Erinc;
教授， およびマテル Mater助教授， アヴシャルジャン Av§arcan助手の援助を得たことを記
し，謝意を表しておきたい。 (1984年12月25日記）
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